
21

 無線印刷電信気象通報解読の研究

高層気象現況図作図プログラムの開発

藤 本 勉＊・田 中 綿＊・高浪五男＊＊

 Study of Decoding on Radio Teletype Meteorological Bulletin

-Drawing Upper Air Weather Map by Using Personal Computer一

Tsutomu FUJIMOTO＊， Mamoru TANAKA''， ltsuo TAKANAMI''＊

Abstract

 The authors constructed a personal eomputer system drawing Upper Air weather chart which transcribe

coded TEMP part A messages used for international exchange of meteorological information comprising

observational data in RTT (Radio TeleTypewriter) circuit. 

 In the paper， they describe about this system in detail. 

                           おいて編集された後、各国へ伝送され気象解析等に利用

1. まえがき

 著者らは宇部高専気象情報処理システム(Ube Tech. 

Coll.  Meteorological lnformation Processing System;

U-MIPS)と称する気象関連情報全般を処理するシステ

ムの構築を試みている。本研究は、このうち無線印刷電

信(ラジオテレタイプ)で通報される気象データを解読

する部分システムに関するものである。

 地上(海上)気象現況通報については、これを解読し

て、その内容を日本語1)、及びマレーシア語2)で出力する

プログラム、さらに極東地区3)、及びタイ地区2)の気象現

況図を作図するプログラムが既に完成している。

 また、高層気象現況通報の解読結果を日本語で出力す

るプログラムを作成している。4)

 本報では、高層気象現況通報を解読して高層気象現況

図を作図するプログラムを作成したので報告する。

 各国、各地の測候所、船舶等の気象観測所は定時に気

象データの観測を行い、世界気象機関(WMO)の規定す

る基本的に5桁の数字列からなる気象通報書式によりコー

ド化して気象主官庁に報告する。データは気象主官庁に

される。高層気象現況通報の場合、観測の後、約1時間

以内に編集報の伝送が行われている。

 収集された気象データは各国の解析センターにおいて、

相当な時間をかけて解析が行われ各種気象図が作成され

る。例えば、等温線、等高線、風向、風速、湿数などが

図示されている高層天気図(Upper Air Weather Map)

の場合は、現在でも、この処理に数時間が費やされてい

る。したがって、この天気図の配布は相当時間の後でな

いと行われない。

 著・者らは、「ノア」などの気象衛星が上空を飛翔しなが

ら送信してくる実時間地球観測画像を受信、解析してい

る。雲頂高度を求める場合、処理の過程において画像温

度をラジオゾンデなどによる実測データと較正すること

が必要であり、等位三等が記載されていなくても高層気

象現況の速報図を必要とする

 以上のことより、高層気象現況通報(TEMP気象通報)

から高層気象現況図を作図するプログラムの開発を試み

た。

2. 気象通報書式5)、天気図記入規則6)概説

＊宇部工業高等専門学校電気工学科

＊＊ R口大学工学部
 高層気象は、レウィーンゾンデ(REWIN)などにより

観測される。高層実況気象通報書式には、陸上の測候所
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が観測した高層実況を通報する書式(TEMP通報式、

FM35-V)と、海上の船舶が観測した高層実況を通報す

る書式(TEMP SHIP通報式、 FM-36V)とがある。さ

                  びらに、各通報書式は、100mb面までの全ての指定気圧面

高度および圏界面の気温、露点温度、風向、風速、さら

に極大風の風向、風速を通報するA部、100mb面までの

気温および湿度と風の特異点を通報するB部、さらに100

mb面を越える特異点を通報するC部とから構成されてい

る。

 現在のところ、気象庁の運営する無線印刷電信回線

JMGではTEMP通報式A部のみが放送されている。よっ

て、本プログラムは同部のみを処理する。

 図2. 1に、高層実況気象通報式、A部を示す。各変数の

内容については、文献4》を参照されたい。通報は観測地点、

日時、風速の単位、及び指定最終気圧面を報じる第1節、

各指定気圧面の高度、気温、露点温度、風向、風速を報

ずる第2節、圏界面の高度、気温、露点温度、風向、風

速を報ずる第3節、及び極大風が観測された気圧、風向、

風速を報ずる第4節とから構成されている。図2. 2に、次

節で例示する・もののうち、三沢(地点番号47580)の観測

結果・を通報する編集報を示している。これは、1991年9

月7日、10時40分56秒JSTに受信した高層実況気象通報

であり、気象庁(RJTD)が編集した同日9時の観測結果

である。，

 これらの観測は、日本の場合、稚内、米子、福岡、南

鳥島などで通常一日2回、それぞれ00Z及び12Zに行われ

・
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70〔mb指定気圧面の資料
500ut)指定気圧面の資料

400面指定気圧面の資料
30〔mb指定気圧面の資料

250nt)指定気圧面の資料
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極大風の資料

ている。

 図2. 3に天気図記入規則を示している。田図で記号の意

味は、それぞれhhh(指定気圧面高度、ただし、10000位、

1000位は指定気圧面の標準高度による)、TT. Ta(気温)、

DD(気温と露点温度との差)、 dd(風向)、 fff(風速)で

ZCZC JMG 442

USJPOI RJTD 0700aO RRC

TTAA 57001 47580 99004 21821 34004 OOe72 21621 340e4

85466 13818 27029 70081 07863 2TO35 50571 07124 23054

40748 16338 22558 30958 31557 24e68 25084 417// 24076

20231 529// 24576 15414 615// 25e78 10663 655// 25039

88142 635// 25076 77166 24584＝

図2. 2 高層実況気象通報

   1991年9月7日9時、 (青森・三沢)
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図2. 1高層実況気象通報式、TEMP Part A 図2. 3高層天気図記号記入規則
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図3. 1 風向、風速矢羽根フォントー覧

ある。

3. 高層気象現況図作図プログラム

矢羽根ベクトルフォントファイルを作成した。全ての

フォントファイルは折線の端点の座標を示すベクトルデー

タである。図3. 1に矢羽根ファイルを一覧表示している。

 高層気象現況図作図プログラムは、PC-98XL2ハイレ

ゾリューションモードでMS/DOS版N88日本語BASIC

により開発した。

   通報受信プログラム

   地上・海上実況気象通報解読プログラム

   地上・海上気象現況図作図プログラム

   高層・高層風実況気象通報解読プログラム

   解析気象通報解読、作図プログラム

 などから構成されるU-MIPS無線印刷電信気象通報

解読プログラムの一部であり、メインメニューから選択

されて起動する。

 主プログラムの他、AN(alpha numeric)文字フォン

トファイル、天気図記号ファイル、国際地点番号ファイ

ル、極東地区地図ファイル、および通報受信プログラム

が作成した通報文ファイル、通報インデックスファイル

からなる。

3-1. 矢羽根ベクトルフォントファイルの作成

3-2. 作図プログラム

 メイン・メニュー・プログラムから高層気象現況図作

図プログラムがマージされると、先ず天気図用紙を描画

する。天気図用紙には極東地区天気図に用いられている

ポーラーステレオ(極心平射)図法を採用した。地図中

心は北緯:35. 、東経140. に選んだ。

 その後、通報受信プログラムが保存している通報文の

一覧(プレテンインデックスファイル)のうち、冒頭符

が「US」(高層実況)のもののみを一覧表示する。通報を

選択すると、この通報文をディスクから取り出し、解読

を開始する。先ず、各観測所毎の通報を各群に分解し群

毎サブルーチンで解読する。その後指定した気圧面の解

読結果を作図サブルーチンに渡して作図を行う。図中、

DD(気温と露点温度との差)の位置には、代りに露点温

度を表示することにした。風向、風速を表す風向矢羽根

は風向に応じて座標を回転して作図する。この部分を、

図3. 2に示している。

 図3. 3に通報のうち、850mb指定気圧面(同図中、太字
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の部分)の部分を作図した例を示す。高度510gpm(ジオ

ポテンシャルメーータ)、気温19. 4℃、露点温度9. 4℃、風

向235。、風速12ノットを表している。

＊DDFF

闘1-2ノット

MUK1＄ 一 BOX＄(RAW， '7

HAVASA＄脅一・BOX＄RA憶ゆ8

鯉uκ1＄

冒. VAR＝

闇UKl＄

   RE了UR凹

目999''

     ロ
 闇凶＄冨270
 嘗，V岨司

隙〃/鱒

    面訴・明
 HAYASA＄＝''一1

 dd (風向)

 fff(風速)

記入指針による

記入指針による

HAYAS

    脚999鱒
HAYASA］〉一一一一 RETURN

脚κ1＄   '00000鱒 無風
YASA＄

この処理はしていない

 COL凹屋O
P＄＝口1180騨

剛G＝1. 3

×0冨1「OKEl-10＊MじG

YO＝HOKUt-le＊MU6

3-3. 作図例

 図2. 2に一部分を例示している1991年9月7日9時の高

層気象現況図を、各回回気圧面ごとに作図し. た結果を図

3. 4(a)～(j)に示している。

4. 作図結果についての考察

  TT＝O
習DR置VAL(閣UK I＄)

P，S＝V瓦し HAYハSA

P＄＝'1251
yes

yes
P＄＝'1250

1昌くP. 

 A閥D
. s〈＝

 oo
P. S〈冨一

no 2 3入

GOSUB＃SSS

      天気図記号を作図す
匝亟「一るサブルーチン

. ほぼ満足できる高層気象現況図の作図が可能である。

しかし、観測地点が接近しているところにおいては、記

P

wwRICHT＄〈STR＄(1274＋INT((P.  S-3)f5))，4

      訂丁1
轟.   竃胃X，. F麗τ＄ VAL P＄ 一1000

   COL闇■呂4
     零Tτ3

例えば、9ノットは1となるの
で＋1274して1275の記号を指定

例の記号は眠㎜(275)にある

     OOU''cuMM＋2
A＄富  RIGH丁＄(SτR＄(ASC(悶ID＄(A， A＄， COL闘鵬，1))一＆U昭O)，2)

A1i6S±R1Si111SgS11IS〈4SC〈M. 1 D＄(K.  A＄， COLMM＋1， 1))一ause)， 2

・' @ 羽に
Xを追  き込み
TT＝O '' l yes

暫. VAR＝1
. P＄＝912了3髄 . 

圧縮されている矢羽
根ベクトルフォント
を解凍する

脚. VAR＝O

mo
A＄;口9999鴨

  no

    yes
A＄竃. 9999

A＄＝''8888''

難懸1難擁1羅ll撰鑛羅難l illil
eBle6  717//     26041        77999昌

lt). 4   51e
. ，. . t

kA. 

. . tT，・＋'・・:''''

S

RETUTtht作図終了

t

図3. 3記入例、850mb気圧面

の  '換
XX置VAL    ＄  A＄，2  零3零脳U6

YY＝Vntua l CM＄(AS 2))t3＊1ntlG

暫DR.  RAD鶉冒㎎零3. 14159 18

Sl麗，1DR昌SI閥(尉DR， RAD)

COS.  VDR＝COS(WDR.  RAD

X＝XO＋XX＊COS.  VDR＋YYIS l N VtDR十5＊ltruGt(1＋SIN VDR

V＝VO-XX零S l閥.  WDR＋VY零COS㎜＋5零閣UG零 雪＋COS冒DR

矢羽根の根元を地点円の
円周に合わせ、座標回転

・器器｛鑑::漕''

SJPO1♂'2」τ00？0000勢望''''層

黒丁丁『㌧

EST箪X 10

閥TH＝Y曾0

GOSUBtM2P
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orliiF一:(si:'is6gi'v:ls6gNE - x.  pos， y.  pos

TT＝O
yes

  TT＝1
PSET (X.  POS， Y， POS)

ポーラステレオ座
標へ変換するサブ
ルーチン
(ES丁， NTH)→

 (x.  pos， y.  pos)

轟21::1

   . ・噸. . . 帥
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   ε2'ε.     . . 。｝

図3. 2風向、風速矢羽根図記入サブルーチン

図3. 4(a) 高層天気図、1000mb気圧面

1991年9月7日9時
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図3. 4(b) 高層天気図、850mb気圧面

1991年9月7日9時

図3. 4(e) 高層天気図、400mb気圧面

1991年9月7日9時

OOMB t991tO9107 OOOOZ

SJPOI RJTD 070000
VSJPOI RJTD 070000 R' qA

e

ISNq 13e

図3. 4(c) 高層天気図、700mb気圧面

1991年9月7日9時

図3. 4(f) 高層天気図、300mb気圧面

1991年9月7日9時
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図3. 4(d) 高層天気図、500mb気圧面

1991年9月7日9時

図3. 4(9) 高層天気図、250mb気圧面

1991年9月7日9時
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号が重なってしまい判読が困難な箇所が散見される。こ

れについては、表示位置をずらすことも考えられる。

図3. 4(h)高層天気図、200mb気圧面

     1991年9月7日9時

5. むすび

以上、高層気象実況図作図プログラムについて述べた。

作図結果を気象衛星画像の雲項高度の較正に利用する

ことが可能となった。

最後に、風向、風速矢羽根天気図記号フォントの作成

に当たって気象庁通報課に詳細なご教授を頂いた。ここ

に記して深く感謝する。
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図3. 4(j)高層天気図、100mb気圧面

     1991年9月7日9時
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